
 

 

 

 

 
 

早め早めの水稲栽培管理第 2弾～ウンカ編 
     

                                         
 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

 
     

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＡ京都中央 令和２年１２月２２日  №５２８ 作成者 岡田 昭信 

昨年、今年と秋ウンカと言わ

れるトビイロウンカが発生し、

特に今年は、坪枯れ症状が

管内の北から南まで至る所で

見受けられました。発生に気

付いても手遅れになりがちで

す。来年産水稲のために早め

に準備を行いましょう。 

 

 

 
 

ウンカは株元に潜んでいるので見落としの無いよう注意が必要です。薬剤散布はウンカ

の発生を見てからか、予防的に行うかになりますが、やはりおススメは発生する前の箱

粒剤の散布です。長期の効果が期待でき、ウンカの密度を抑制します。また、いもち病・

紋枯病等の病害、イネミズゾウムシ等の虫害の同時防除が行えます。 
 

―ＴＡＣ information―  

ウンカの特徴（豆知識） 

◆下層ジェット気流に乗り

中国などから飛来 

◆1日から 1日半で到着 

◆3世代かけて増殖 

◆イネ以外ではほとんど生

活できない 

◆体長は 4～5㎜ 

◆ベトナム、中国等海外で

ウンカが増殖しやすいハイ

ブリッド米を生産、常に多発

の恐れあり 

 

 

被害の実態 

①吸汁加害により数十株か

ら数百株がまとまり不規則な

円形に倒伏する 

②早生より晩生、ウルチより

モチ、やせ地より肥沃地、乾

田より湿田に発生しやすく被

害が大きくなる 

③倒伏したイネの茎は灰白

色になりカサカサに乾き、地

際部はススが発生し真っ黒

になる 

長岡京：全面枯れに 静原地区：坪枯れから不規則円形に 

群がるトビイロウンカ 

虫見板による発生確認 

トビイロウンカは通常１か月弱で世代を繰り返し急激に増殖し

ます。株元の観察を含め早期防除が最も大切ですが、さらに有効

で安心なのが育苗箱施用剤（商品名：フルスロットル箱粒剤）の

散布です。現在、2021 年肥料・農薬予約申込を受付中です。

来年産水稲に向けて早め早めの準備を心掛けましょう！ 



 

みのり姫のふれあいマルシェ開催 
第 ４ 弾 も 大 好 評 !! 

 
１２月１７日（木）当ＪＡ神足支店にて第４回目となる『みのり姫

のふれあいマルシェ』を開催しました。前回に引き続き新型コロナ感
染症拡大防止対策として、マスクの着用、手指消毒、検温のご協力を
お願いしての実施となりました。開催当日は里芋や柑橘類、葉ボタン
など計４０品目を超える新鮮な農産物と２６品目のＡ－ＣＯＯＰ商
品、あわせて約７５０点を販売しました。当日は１３０名以上のお客
様にお越しいただき誠にありがとうございました。今後も定期的に開
催しますので、引き続いてよろしくお願い致します。 


